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未来会議
∼For more challenges with Sustainability∼

次世代を担う若い世代をはじめ
社内外に分かりやすく、企業の取り組みを発信する

|  CONFIDENTIAL  |

2023年度 プロジェクト協賛のご提案

2023/3/23更新



ご提案内容と施策のゴール

宣伝会議×SDGs

-SDGs未来会議とは

-これまでの実績

-教育現場、読者の声

SDGsと企業の現在地

2023年度企画

-2023年度書籍テーマ

-書籍の誌面イメージ

-2023年度企画内容

-メニュー一覧

オプションメニュー

締切とお問い合わせ

PART１

目次PART 0

PART2

PART3

PART5

PART4

2



本日のご提案内容

about

人が、社会が変われば

企業が提供すべき価値も変わる

問い直される企業の存在価値

施策のゴール

貴社の事業が、具体的に現在の市場環境において、

社会にどのように貢献できるのか？を

次世代を担う子どもたち（小中高生）の目線で

わかりやすく訴求し、理解を促進する。

ご提案内容と施策のゴールPART １

How to

「未来会議 For more challenges with Sustainability」

プロジェクトへの参画
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宣伝会議とSDGs

about

宣伝会議×SDGsPART 2

How to

書
籍

雑
誌

講
座
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‥‥

1999年『環境会議』創刊以来、

社会課題に対して幅広く

問題意識を持つ方々と共に

未来を考えています。

1999 2008 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
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宣伝会議×SDGsPART 2
プロジェクトの歩み

2019年6月、2030年の未来を担う子どもたち、
今すぐ動かなければならない大人たちのためにSDGsを知り、
取り組むきっかけをつくるソーシャルプロジェクトとして
「SDGs未来会議」を立ち上げました。

これまで4年に渡って書籍の発刊を中心にさまざまな、
活動を行ってきました。



これからの「未来会議」

about

宣伝会議×SDGsPART 2

2030年までに達成すべき17の目標である“SDGs”。

日本においてはその認知度は確実に上がっています。

そこで、宣伝会議では“SDGs”のその先を見据えて、

プロジェクト名を「未来会議 For more challenges with Sustainability」

と改称し、更なる挑戦を続けていきます。



2023年度タイアップ企画
about

2023年度企画内容PART 

貴社の取り組みを紹介した書籍を
日本全国の小学校・中学校・高校・高専

約35,000校への献本

01

04
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『SDGs未来の授業Ver.4』書籍
タイアップ記事広告

月刊『広報会議』
知花くららさんインタビュー企画

SDGs活動の動画化
制作した動画の拡散広告配信

SDGs×子育て世代へのアプローチ
体験型イベントの開催

ステークホルダーに貴社の取り組みを分
かりやすく伝える映像コンテンツ

国連WEP日本親善大使を務める
モデルの知花くららさんが

貴社のSDGs活動を取材します

制作した動画をターゲットに届ける
YouTube広告の配信 ※オプション

Coming Soon

専門メディアの知見を活かして

SDGsの本質をとらえた子どもたちに

”伝わる”コンテンツを制作。

他企業様との協働プロジェクトとして

貴社への関心の醸成に寄与します。

社内啓蒙、生活者や取引先、投資家への

発信等にもご活用いただけます。
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2022年度の取り組み
about

教科書採用多数 書籍「未来の授業」シリーズの刊行

全国書店・オンライン書店での販売に加え

日本全国の小学校,中学校,高校,高専約35,000校へ献本

宣伝会議×SDGsPART 

2021年10月～ 2021年11月～広報会議

未来をつくる企業
SDGsの取り組みと広報

『広報会議』特別企画
知花くららさんによる企業インタビュー

2021年8月～広報会議

著名人への
インタビュー企画

『広報会議』連載
多様な領域で活躍する方を取材

SDGsに取り組む企業へ
取材に行こう！

公式Youtubeチャンネルにて
SDGs解説や、企業の取り組みを紹介

Youtue

書籍 2019年10月～毎年発刊

プロジェクト立ち上げから５年目を迎え

年々、取り組みが拡がっています。

シリーズ書籍「未来の授業」は

日本全国の小学校,中学校,高校,高専

約35,000校への献本を継続しています。

学校内の教員研修教材や、

生徒の学習商材として活用されています。
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2022年度ご協賛企業

about

2022年度ご協賛企業一覧（31社）
宣伝会議×SDGsPART 2

2022年12月23日発売
「未来の授業-SDGsパートナーシップBOOK-」
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about

宣伝会議×SDGsPART 2

誌面イメージ

「未来の授業-SDGsパートナーシップBOOK-」
・はじめに
・登場人物紹介
・SDGsチャレンジストーリー（漫画）
・本書の使い方
・第1章 SDGs・パートナーシップについて知ろう
・第2章 パートナーシップで社会課題に立ち向かおう
・第3章 中高生が活躍！みんなの地域活性化プロジェクトを見
にいこう
・第4章 SDGsの達成に挑む企業にインタビュー
・教材としての本書の活用方法
・本書で取り扱っている問いとその背景
・現場の先生がたの声
・おわりに
・参考になるSDGs関連書籍・教材・ウェブサイト

SDGsの目標を日本の社会課題に
落とし込んで解説。
身近な“自分ごと”として捉える
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第2章 パートナーシップで社会課題に立ち向かおう

第1章 SDGs・パートナーシップについて知ろう



about

宣伝会議×SDGsPART 2

誌面イメージ
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SDGsチャレンジストーリー（漫画）



about

宣伝会議×SDGsPART 2

誌面イメージ
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第1章 SDGs・パートナーシップについて知ろう



about

宣伝会議×SDGsPART 2

誌面イメージ
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第2章 パートナーシップで社会課題に立ち向かおう



about

宣伝会議×SDGsPART ２

教育現場で広がる探究学習

2020年の学習指導要領改定により

「総合的な学習の時間」が

「総合的な探究の時間」に改編され、全国

の小学校・中学校で探究学習の

実践が進んだ。2022年度から高校で

「総合的な探究の時間」が始まった。

具体的資料の充実と
教師の理解促進が授業の鍵

「総合的な探究の時間」の授業づくりについては、
具体的資料の不足が課題だと感じています。

例えば「貧困」の問題であれば、具体的にかつ多くの
国の事例があった方がより説得力があります。

まず教師自身がSDGsに対して
深く理解する必要があると感じています。

（福島県中島村立滑津小学校 教頭）
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SDGsをはじめて学ぶ生徒・教員にも
分かりやすい。具体的な内容例が多く、
授業の中に取り入れやすく、
生徒の身近な生活との関連も深い
ところがオススメです。
（千葉県立市川工業高等学校 教諭）

日本の身近な社会課題の具体例や関連する
SDGsの目標が挙げられており、「テーマの
統合性」と「同時解決性」について考えを
深める大きな手がかりになります。
（君津市立八重原小学校 教諭）

教員はもちろん、
生徒の手元にも置いておきたい一冊です。
（村上市立荒川中学校 教諭）

昨年、企業見学にいった生徒が担当者から
もらった名刺に取り組んでいるSDGsに
ついて明記してあることや、パンプレットに
SDGsの取り組みが書かれていることを教
えてくれた。生徒の中にもSDGsが大分浸
透してきたことを感じる。
この本では、SDGsに取り組む様々な企業
の実践が紹介されており、進路活動の際に
生徒の企業研究に活用したい。
（東京都立五日市高等学校 教諭）

宣伝会議×SDGsPART 2

全国の学校から
複数購入や
教科書採用多数

about

全国の小学校・中学校・高校・高専 約

35,000校への献本を実施。

教員向けの書籍活用セミナーを

オンラインで開催し、継続的に

企業の取り組みを発信しています。

学校現場の声
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学校を企業や社会とつなげる
懸け橋となる1冊だと思います。
（埼玉県鳩ケ谷高等学校 教諭）
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宣伝会議×SDGsPART 2

about

埼玉県川口市立小谷場中学校では

中学校1年生を対象に「探究の時間」で

「SDGsライフキャリアBOOK-」を使い

将来の仕事とSDGsとを考える授業を実施。

将来の仕事を選ぶ基準として、

社会課題の解決という視点を持つ

きっかけとなりました。

実際の授業の様子

2021年3月5日号「読売中高生新聞」掲載



日本のSDGs認知率

about

SDGs認知率10代は8割超に。

全体は86.0%と前回調査から伸長。

2022年4月27日 電通「SDGsに関する生活者調査」より。

調査の対象は、10～70代の男女1400名

調査期間は2022年1月17～21日。

本調査は今回で5回目となる。

日本における「SDGｓ」認知率

SDGsと企業の現在地PART 3

年代別では
10代の認知率が
8割超で全年代で

最も高い
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日本のSDGs認知経路

about

SDGsの認知経路の上位は

テレビ番組、情報WEB※、新聞、

オウンドWEBに次いで

「勤務先・学校」がランクイン。

消費者がモノを選ぶ際、機能だけで

なくその企業の社会に対する姿勢

を重視するようになった。

※ニュースサイトやキュレーションメディアなどを指す。

SDGsの認知経路（前回調査比較）

SDGsと企業の現在地PART 3

（左図）2021年8月号
月刊『広報会議」より引用

モノを買う消費者として
企業に接することもあれば、
時にその企業の従業員として
企業活動に参画することもある

18

SDGsの潮流を正しく
理解していないと、

市場競争力は次第に失われる。
このリスクは企業の規模に関係はない。



2023年度 発刊書籍
about

2023年度企画内容PART 4

内容：SDGs未来の授業 ver.5
対象：小中高生
価格：1,800円＋税
出版：宣伝会議
編集：宣伝会議 出版部
監修：佐藤 真久（東京都市大学大学院 環境情報学研究科 教授）
編集協力：NPO法人ETIC.
発売：2023年12月下旬
備考：日本全国の小学校・中学校・高校・高専 約35,000校へ献本
初版：50,000部
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シリーズ書籍 第5弾は2023年12月発刊予定

２０２３年度のテーマは、「行動」

ユネスコが2009年に新しい学習の柱として

提唱した「個人変容と社会変容の学びの連関」。

サステナビリティにまつわる議論では、

「社会を変える」という言われ方をされることが多く、

「自らが変わる」必要性が見過ごされがちです。

社会を変えようとする前に、個人として、

あるいは会社などの所属組織として、

自らが変わらなければいけない。

そうした気づきを促します。

Ver.5



about

2023年度企画内容PART 4

誌面イメージ

SDGsに取り組む企業の具体的な

取り組みを多数紹介します。

キャラクターが企業の担当者様に

質問していく対話形式で企業の

取り組みを紹介していきます。

わかりやすく、親しみのある

誌面構成になっています。
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ファンケル様



about

2023年度企画内容PART 4

誌面イメージ

BtoC、BtoBの企業様や

理系分野、金融系企業様にも

過去にご協賛いただいています。

学校の先生方からは、

企業事例が豊富で「職場体験学習」等に

生かせるとの声をいただいています。
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日本特殊陶業様

BOTANIST様 住江織物様



1/6ページ企業情報掲載

about②

2023年度企画内容PART 4

社名、SDGs番号、取り組み内容を、

1/6ページに集約し掲載。

企業のSDGsの取り組みがひとめで

分かるページです。

QRコード先への移動により、さらに

詳しく企業について知ることができます。
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特別コラム
about③

2023年度企画内容PART 4

企業担当者様へ、

キャラクターたちが

その年の書籍テーマにまつわる質問を

投げかけるコラムページです。
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公式Webサイト掲載

about④

2023年度企画内容PART 4

「SDGs未来会議」の公式Webサイトに

「SDGsの達成に挑む企業」として

企業一覧（企業ロゴ、社名、SDGs番号、

取り組み内容）を掲載します。
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「読売中高生新聞」へ
協賛企業ロゴを掲載予定

about⑤

本書籍をより多くの小中学生に知り、

手に取ってもらうために

「読売中高生新聞」へ広告を出稿します。

原稿内に協賛企業一覧（企業ロゴ）を

掲載予定です。

25

2023年度企画内容PART 4



SDGs動画制作

about⑥

2023年度企画内容PART 4

貴社SDGs動画

オフィシャル
YouTubeチャンネ

ル

貴社納品
二次利用可（1年間）

①書籍内に掲載
②全国の小中高への
献本時に動画の
案内を別紙にて同封

SDGs未来会議オフィシャルサイトおよび
オフィシャルYouTubeチャンネルに掲載。
動画は貴社に納品し1年間自由に利用する
ことができます。

オフィシャル
ウェブサイト

書籍に登場するキャラクターたちが

企業を訪問。子どもの目線で、貴社のご担

当者様をインタビューし、

貴社の取り組みを紹介していきます。

台本制作から撮影・編集まで、

専門チームにお任せください。
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SDGs動画フロー

about⑥

2023年度企画内容PART 4

オリジナルの企業動画

書籍に登場するキャラクター達のもとに

企業担当者から招待状が届きます。

子どもの目線で、貴社のご担当者様を

インタビューし、貴社のSDGsへの

取り組みについて紹介していきます。

※目安は10分～13分程度

※製作期間は約1.5か月～2か月

27

①招待状が届く ②企業の歴史、理念、事業内容の紹介

③取り組みの詳細 ④社会課題と関連付けて考える
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企画内容PART ４

about

チャンネルについて

SDGsの解説動画

宣伝会議オリジナル制作。

SDGsの解説と1～17の目標について、

日本の社会課題と関連付けて紹介しています。

企業タイアップ動画

これまでライオン様、日本ガイシ様、

日本特殊陶業様、味の素AGF様、AGC様など

多数映像を制作しています。

著名人インタビュー動画

月刊『広報会議』では、多様な領域で活躍する方

を取材する不定期連載を行っています。

本チャンネルでは、ここでしか見れない

取材メイキング映像を公開しています。



チャンネル視聴者
about

企画内容PART 4

「SDGs未来会議チャンネル」の

視聴者は13～17歳の中高生が半数。

テレビで最も多く視聴されています。
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13~17歳

52%

18~24歳

27%

25~34歳

12%

35~44歳

3%

45~54歳

6%

年齢別視聴割合

13~17歳

18~24歳

25~34歳

35~44歳

45~54歳

SDGs未来会議 YouTubeチャンネル アナリティクスデータ
2022年１２月20日‐１月20日

テレビ

47%

携帯電話

24%

パソコン

18%

タブレット

11%

デバイス別視聴割合

テレビ

携帯電話

パソコン

タブレット

チャンネル開設

2020年１２月

24歳以下の視聴者

79％
※202３年２月現在

動画本数

3８本
※202３年２月現在
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企画内容PART４

制作のフロー

about

書籍に登場するキャラクターたちが

企業を訪問。子どもの目線で、

貴社のご担当者様をインタビューし、

貴社の取り組みを紹介していきます。

台本制作から撮影・編集まで、

専門チームにお任せください。

【けんた】 鈴宮沙織

【ゆみ】 南野こころ

【アレックス】 中司優花

【みのり】 清水理沙

【博士】 こねり翔

【ナレーター】 うえだ星子



動画による視覚的・聴覚的ブランディング効果が高い

YouTube広告特徴

国内で月間約6,500万人が利用する動画プラットフォームでの露出
表示保証型メニュー

※データ引用：2019年7月ニールセン
DCR Monthly Total Report

オプションメニューPART 5

about

SDGs動画 拡散プラン

18-44歳の3,000万人以上が利用する

YouTubeのプラットフォーム上で、動画

を見ている人に対して、動画による訴求

で、視覚的にブランディングが可能です。

動画で多くの情報量を伝えられるためユーザーに

イメージ喚起できる

❖TrueView インストリーム広告

動画コンテンツの前や途中に再生されるスキップ可能な動画

広告です。再生開始～5秒後にスキップボタンが表示され、

継続視聴するかスキップするか選択可能な動画広告フォーマ

ットです。

視聴回数：ユーザーが動画を30秒以上(30秒未満の場合は

最後まで)した場合か動画広告をクリックした場合に、

視聴回数が1カウントされます。

※30秒以上の動画で、5~29秒間の間にスキップされたら

表示回数としてのみ計測されます。クリックは、再生

時間を問わずに視聴回数に計測されます。 31



オプションメニューPART 5

創刊：2005年
発行：月刊（毎月1回）
定価：1,300円（税込）
判型：A4変形
部数：50,000部
販売：定期購読、

全国有力書店
66,448

37,381

貴社ウェブサイト
二次利用掲載

知花くらら

●ミス・ユニバース2006年世界大会総合2位をキッカケに芸能界入り
●WFP親善大使として活動
2007年～2013年まで国連WFPオフィシャル・サポーターとして活動し、
2013年以降は日本親善大使に就任。
2015年NHK大河にて女優デビュー

広報会議特別企画

「未来をつくる企業」

about

国連WFP日本親善大使も務める

知花くららさんが貴社のSDGs活動を

取材。月刊『広報会議』に記事掲載しま

す。貴社のウェブサイト等での

コンテンツの2次利用が可能です。

社会貢献活動を軸に精力的な取り組みをする
知花くららさんが経営者にインタビューする不定期連載
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締切とお問い合わせ
about

お問い合わせ

本社
中部本部
関西本部
九州本部

電話：03-3475-3010
電話：052-952-0311
電話：06-6347-8900
電話：092-419-3010

〒107-8550 東京都港区南青山3-11-13
〒461-0005 名古屋市東区東桜1-13-3 
〒530-0003 大阪市北区堂島2-1-31
〒81２-0012 福岡市博多区博多駅中央街8-1

※詳細は営業担当もしくは以下連絡先にお問合せください。

Mail：houjin@sendenkaigi.co.jp

＜スケジュール想定＞

取材期間：8月17日(木)～9月15日（金）

校了予定：10月31日(火)

発 売 日 ：12月下旬

お申し込み
締め切り

6月23日（金）
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